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自
家

用
有

償
旅

客
運

送
制

度
を
め
ぐ
る
経

緯

背
景

課
題

○
過

疎
化

の
進

行
等

に
よ
り
路

線
バ

ス
の

撤
退

が
進

み
、

生
活

交
通

の
確

保
が
大
き
な
課
題

○
高

齢
化

の
進

展
等

に
よ
り

単
独

で
は

公
共

交
通

機
関

○
例
外
許
可
で
あ
る
た
め
、
輸

送
の

安
全

確
保

や
利

用
者

の
保

護
の

た
め
の

法
令

上
の

措
置

が
○

高
齢

化
の

進
展

等
に
よ
り
、
単
独
で
は
公
共
交
通
機
関

を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
移

動
制

約
者

に
対

す
る
個

別
運

送
サ

ー
ビ
ス
へ

の
需

要
が
急
増

利
用

者
の

保
護

の
た
め
の

法
令

上
の

措
置

が
未

整
備

○
一
方
、
ニ
ー
ズ
の
増
加
に
伴
い
、
例

外
的

な
許

可
が

急
増

し
常

態
化

「
公
共
の
福
祉
を
確
保
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
場
合
」

に
、
自
家
用
車
に
よ
る
有
償
運
送
を
例

外
的

に
許

可
（
旧

道
路

運
送

法
第

８
０
条

）

可
が

急
増

し
、
常

態
化

（
参

考
）

平
成

１
８
年

時
点

で
の

例
外

許
可

件
数

：
2
,1
3
8
団

体

（
旧

道
路

運
送

法
第

８
０
条

）

○
過
疎
地
域
で
の
輸
送
や
福
祉
輸
送
と
い

た
地

域
住

民
の

生
活

維
持

に
必

要
な
輸

送
に

い
て

そ
れ

ら
が

バ
ス

タ

自
家

用
有

償
旅

客
運

送
制

度
の

創
設

（
平

成
１
８
年

道
路

運
送

法
改

正
）

○
過
疎
地
域
で
の
輸
送
や
福
祉
輸
送
と
い
っ
た
、
地

域
住

民
の

生
活

維
持

に
必

要
な
輸

送
に
つ
い
て
、
そ
れ

ら
が
バ

ス
・
タ

ク
シ
ー
事

業
に
よ
っ
て
は

提
供

さ
れ

な
い
場

合
に
、
国

土
交

通
大

臣
の

登
録

を
受

け
た
市

町
村

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

が
自

家
用

車
を

用
い
て
有

償
で
運

送
で
き
る
こ
と
と
す
る
制
度
（
自

家
用

有
償

旅
客

運
送

制
度

）
を
創

設

○
輸

送
の

安
全

（
運

行
管

理
体

制
、
運

転
者

の
要

件
等

）
や
利

用
者

の
保

護
（
収
受
す
る
対
価
の
掲
示
義
務
等
）
に
係
る
規

定
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
安

全
か

つ
安

心
し
て
利

用
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
の

普
及

を
促

進
1



地
域

の
足

を
支

え
る
路

線
バ
ス
を
め
ぐ
る
動

向

○
人
口
減
少
・
過
疎
化
の
進
行
等
に
よ
り
、
路
線
バ
ス
の
輸
送
人
員
や
営
業
収
入
は
長
期
的
に
減
少
傾
向
。

○
路
線
バ
ス
事
業
者
の
約
４
分
の
３
が
赤
字
事
業
者
で
あ
り
、
路
線
の
廃
止
も
続
い
て
い
る
。

路
線

バ
ス
事

業
者

の
収

支
状

況

1
,1
3
3
1
,1
0
9
1
0
6
9

1
,2
0
0

6
,0
0
0

営
業
収
入

（
十
億
円
）

輸
送
人
員

（
百
万
人
）

路
線

バ
ス
の

輸
送

人
員

・
営

業
収

入
の

推
移

営
業
収
入
（
右
軸
）

（
平

成
２
３
年

度
）

黒
字

事
業

者
2
7
.3
％

1
,0
6
9
1
,0
5
1
1
,0
2
0

9
9
2

9
9
0

9
7
4

9
6
8

9
7
2

9
8
1

9
9
2

9
7
4

1
,0
0
0

5
,0
0
0

営
業
収
入
（
右
軸
）

輸
送
人

員
赤

字
事

業
者

7
2
.7
％

※
国

土
交

通
省

調
べ

6
0
0

8
0
0

3
,0
0
0

4
,0
0
0

廃
止

路
線

キ
ロ

路
線

バ
ス
の

廃
止

状
況

5
,4
0
0

5
,1
7
2

4
,9
3
7

4
,8
0
3

4
,6
3
3

4
,5
0
3

4
,4
4
8

4
,3
3
5

4
,2
4
4

4
,2
6
7

4
,2
6
4

4
,3
0
4

4
,1
7
8

4
,1
5
8

4
,1
1
8

4
0
0

2
,0
0
0

,
１
８
年

度
２
，
９
９
９
㎞

１
９
年

度
１
，
８
３
２
㎞

２
０
年

度
１
，
９
１
１
㎞

2
0
0

1
,0
0
0

２
１
年

度
１
，
８
５
６
㎞

２
２
年

度
１
，
７
２
０
㎞

２
３
年

度
８
４
２
㎞

0
0

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

年
度

計
１
１
，
１
６
０
㎞

※
国
土
交
通
省
調
べ
。
高
速
バ
ス
を
除
く
、

代
替

・
変

更
が

な
い
完

全
廃

止
の
路

線
2

※
国
土
交
通
省
調
べ



自
家
用
有
償
旅
客
運
送
と
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業

○
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
な
い
地
域
に
お
い
て
、
自
家
用
有

償
旅
客
運
送
の
利
用
が
拡
大
し
て
い
る
。

一
定

の
交

通
需

要
が

あ
り

、
民

間
事

業
者

に
交

通
空

白
地

域

路
線

バ
ス

タ
ク

シ

緑
ナ

ン
バ

ー
白

ナ
ン

バ
ー 住

民
の

た
め

の
自

家
用

有
償

旅
客

運
送

よ
る

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
て

い
る

地
域

路
線

バ
ス

・
タ

ク
シ

ー

バ
ス

事
業

者
・

タ
ク

シ
ー

事
業

者
が

高
密

度
の

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
実

施

交
通

空
白

地
域

に
お

い
て

、
住

民
の

移
動

手
段

の
確

保
を

目
的

と
し

て
、

地
域

の
関

係
者

の
合

意
に

基
づ

き
、

住
民

の
た

め
の

自
家

用
有

償
旅

客
運

送
（

市
町

村
運

営
有

償
運

送
（

過
疎

地
）

、
過

疎
地

有
償

運
送

）

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

地
方

自
治

体
が

自
ら

又
は

バ
ス

事
業

者
へ

運
行

を
委

託
し

て
、

地
域

の
関

係
者

の
合

意
に

基
づ

き
、

市
町

村
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

が
自

家
用

自
動

車
を

使
用

し
て

、
有

償
で

輸
送

身
体

障
害

者
等

の
た

め
の

自
家

用
有

償
旅

客
運

送
事

業
者

へ
運

行
を

委
託

し
て

、
住

民
等

を
輸

送

福
祉

タ
ク

シ
ー

タ
ク

シ
事

業
者

が
身

体
障

害
者

身
体

障
害

者
等

の
た

め
の

自
家

用
有

償
旅

客
運

送
（

市
町

村
運

営
有

償
運

送
（

福
祉

）
、

福
祉

有
償

運
送

）

福
祉

タ
ク

シ
ー

等
に

よ
る

輸
送

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
て

い
な

い
地

域
に

お
い

て
、

身
体

障
害

者
等

の
移

動
手

段
の

確
保

を
目

タ
ク

シ
ー

事
業

者
が

身
体

障
害

者
等

の
移

動
制

約
者

の
輸

送
を

目
的

と
し

て
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

身
体

障
害

者
等

の
移

動
手

段
の

確
保

を
目

的
と

し
て

、
地

域
の

関
係

者
の

合
意

に
基

づ
き

、
市

町
村

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
が

自
家

用
自

動
車

を
使

用
し

て
、

有
償

で
輸

送
3



○
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
運

営
協

議
会

（
市
町
村
運
営
有
償
運
送
の
場
合
は
地
域
公
共
交
通

自
家

用
有

償
旅

客
運

送
の
実

施
に
係

る
事

務
・
権

限
等

運
営

協
議

会
（
道

路
運

送
法

第
条

）

会
議

）
に
お
い
て
合

意
が
調
っ
た
後
に
、
国

土
交

通
大

臣
の

登
録

を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

○
国
土

交
通

大
臣

は
、
輸

送
の

安
全

確
保

及
び
利

用
者

の
保

護
の

た
め
の

指
導

・
監

督
を
実

施
。

【
主

宰
者

】
市
町
村
（
都
道
府
県
も
可

）

【
構

成
員

】
地

方
運

輸
局

（
又

は
運

輸
支

局
）
、
地

域
住

民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

、
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
事

業
者

等

運
営

協
議

会
（
道

路
運

送
法

第
７
９
条

の
４
）

【
協

議
事

項
】

①
自

家
用

有
償

旅
客

運
送

の
必

要
性

②
運

送
の

区
域

③
旅

客
か

ら
収

受
す
る
対

価

合
意

国
土

交
通

大
臣

の
登

録
（
道
路
運
送
法
第
７
９
条
）

権
限
の
委
任
に
よ
り
、
都
道
府
県
ご
と
（
北
海
道
は
７
ヶ
所
）
の
運
輸
支
局
長
が
実
施

【
登

録
要

件
】

①
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
こ
と
が

困
難

で
あ
り
、
か

つ
、
地

域
住

民
の

生
活

に
必

要
な
輸

送
を
確

保
す
る
た
め
必

要
で
あ
る
こ
と

に
つ
き
、
地

域
の

関
係

者
が

合
意

し
て
い
る
こ
と
。

②
運

行
管

理
体

制
、
運

転
者

、
整

備
管

理
体

制
、
事

故
発

生
時

の
連

絡
体

制
等

、
必

要
な
安

全
体

制
を
確

保
し
て
い
る
こ
と
。

【
有

効
期
間

】
２
年

（
重

大
事

故
を
起

こ
し
て
い
な
い
場

合
等

は
３
年

）
【
有

効
期
間

】
２
年

（
重

大
事

故
を
起

こ
し
て
い
な
い
場

合
等

は
３
年

）

→
協

議
会

の
合

意
に
基

づ
き
、
更

新
の

登
録

が
必

要

国
土

交
通

大
臣

に
よ
る
輸

送
の

安
全

確
保

等
の

指
導

・
監

督
（
道

路
運

送
法

第
７
９
条

の
９

等
）

運
輸

支
局

長
が

実
施

4

○
運

行
管

理
体

制
、
運

転
者

の
要

件
等

、
輸

送
の

安
全

確
保

の
た
め
に
必

要
な
体

制
等

に
つ
い
て
、
指

導
・
監

督

○
必

要
に
応

じ
、
監

査
等

に
よ
り
確

認
。
さ
ら
に
、
是

正
命

令
や

登
録

の
取

消
等

の
処

分
を
実

施



自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
現
状

①

3
0
3
6

3
,0
7
3

3
,1
6
0

3,
50

0 団
体

数

2
,9
5
9

2
,9
8
4

3
,0
3
6

2
,9
6
4

2
,9
5
2

,

2
,1
3
8

44
 

57
 

57
 

66
 

74
 

77
 

82
 

28
6 

22
7 

15
6 

13
5 

13
4 

12
1 

12
0 

56
4 

46
9 

41
2 

43
0 

43
2 

42
3 

42
9 

2,
50

0 

3,
00

0 
1
4
％

4
％

3
％

市
町

村
（
過

疎
地

）
団

体
数

2
32

0
2

32
7

2
33

3
2

34
4

2
33

8
2

40
5

31
 

28
6 

55
7 

1,
50

0 

2,
00

0 

7
9
％

市
町

村
（
過

疎
地

）
団

体
数

市
町

村
（
福

祉
）
団

体
数

過
疎
地
団
体
数

福
祉
団
体
数

1,
26

4 

2,
26

6 
2,

32
0 

2,
32

7 
2,

33
3 

2,
34

4 
2,

33
8 

2,
40

5 

50
0 

1,
00

0 

福
祉
団
体
数

0 
H

18
.3

H
19

.3
H

20
.3

H
21

.3
H

22
.3

H
23

.3
H

24
.3

H
25

.3

16
,0

00
 

車
両

数
改

正
道

路
運

送
法

の
施

行
（
平

成
１
８
年

１
０
月

）

13
,1

90
 

13
,6

05
 

14
,0

35
 

14
,3

77
 

14
,4

40
 

14
,6

35
 

15
,2

25
 

8
00

0

10
,0

00
 

12
,0

00
 

14
,0

00
 

1,
65

4 
1,

75
2 

1,
87

5 
2,

05
9 

2,
27

5 
2,

39
7 

2,
45

7 
2,

51
3 

7,
79

5 

2
00

0

4,
00

0 

6,
00

0 

8,
00

0 

5
※

国
土
交
通
省
調
べ
。

平
成
１
８
年
３
月
の
数
値
は
、
旧
道
路
運
送
法
第
８
０
条
の
例
外
許
可
の
件
数
を
、
改
正
法
施
行
後
の
種
別
に
応
じ
て
分
類
し
た
も
の
。

68
3 

76
1 

67
6 

47
6 

46
8 

47
0 

43
9 

42
6 

32
1 

38
3 

38
6 

43
8 

46
4 

50
5 

52
9 

55
1 

0 

2,
00

0 

H
18

.3
H

19
.3

H
20

.3
H

21
.3

H
22

.3
H

23
.3

H
24

.3
H

25
.3



自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
現
状

②

○
輸

送
人

員
計

2
,6
8
4
万

人
（
平

成
２
３
年

度
推

計
値

）
○

運
営

協
議

会
(※

)の
設

置
数

計
1
,3
0
1
団

体

※
市

町
村

（
過

疎
地

）
及

び
市

町
村

（
福

祉
）
は

地
域

公
共

交
通

会
議

の
設

60
0

（
単

位
：
万

人
）

42
9 

66
5

市
町
村
（
過
疎
地
）

祉
）
は
、
地
域
公
共
交
通
会
議
の
設

置
数

（
重

複
あ
り
）

30
 

1%

60
0 

22
%

市
町
村
（
過
疎
地
）

市
町
村
（
福
祉
）

過
疎
地
有
償

（
単

位
：
万

人
）

9
33

%

12
0

66
5 

51
%

市
町
村
（
過
疎
地
）

市
町
村
（
福
祉
）

過
疎
地
有
償

福
祉
有
償

41
 

2%1%
過
疎
地
有
償

福
祉
有
償

12
0 

9%
87

 
7%

2,
01

3 
75

%
※
国
土
交
通
省
が
実
施
し
た

サ
ン
プ
ル

調
査

に
よ
る
推

計
（
サ

ン
プ
ル

数
：
3
9
1
団

体
）

※
国
土
交
通
省
調
べ
。

平
成
２
５
年
３
月
時
点

（
サ

ン
プ
ル

数
：
3
9
1
団

体
）

6



自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
現
状

③

○
市

町
村

運
営

有
償

運
送

（
過

疎
地

）
○

過
疎

地
有

償
運

送
サ

ン
プ
ル

数
：
1
0
5
団

体
サ

ン
プ
ル

数
：
7
1
団

体

･･
･市

町
村

が
、
主

に
バ

ス
車

両
に
よ
り
、
定

時
定

路
線

型
の

運
行

を
実

施

運
送
１
回
当

た
り
の

利
用

者
数

：
4.

8人

･･
･Ｎ

Ｐ
Ｏ
等

が
、
主

に
セ
ダ
ン
型

車
両

に
よ
り
、
デ
マ
ン
ド
型

の
運

行
を
実

施

運
送
１
回
当

た
り
の

利
用

者
数

：
2.

9人
運
送
１
回
当

た
り
の

走
行

距
離

：
21

km
運

送
の

対
価

（
利
用
者
１
人
当
た
り
の
平
均
収
受
額
）
：

14
2円

収
支
率

：
19

.4
％

運
送
１
回
当

た
り
の

走
行

距
離

：
24

km
運
送
の
対
価

（
利
用
者
１
人
当
た
り
の
平
均
収
受
額
）
：

49
1円

収
支
率
：

42
.0
％

収
支
率

：
19

.4
％

（
赤
字
部
分
は
公
的
補
助
で
補
填
）

運
転
者

の
平

均
年

齢
：

58
歳

収
支
率
：

42
.0
％

（
赤
字
部
分
は
公
的
補
助
や
他
の
事
業
収
入

で
補
填
）

運
転
者
の
平

均
年

齢
：

61
歳

○
市

町
村

運
営

有
償

運
送

（
福

祉
）

･･
･市

町
村

が
、
主

に
車

椅
子

車
両

に
よ
り
、
デ
マ
ン
ド
型

の

○
福

祉
有

償
運

送

･･
･Ｎ

Ｐ
Ｏ
や

社
会

福
祉

法
人

等
が

、
主

に
セ
ダ
ン
型

車
両

や
車

椅
車

デ
ド

を
実

施

サ
ン
プ
ル

数
：
4
3
団

体
サ

ン
プ
ル

数
：
1
7
2
団

体

運
行

を
実

施

運
送

１
回
当

た
り
の

利
用

者
数

：
1.

2人
運

送
１
回
当

た
り
の

走
行

距
離

：
18

km

車
椅

子
車

両
に
よ
り
、
デ
マ
ン
ド
型

の
運

行
を
実

施

運
送
１
回
当

た
り
の

利
用

者
数

：
1.

0人
運
送
１
回
当

た
り
の

走
行

距
離

：
12

km
運

送
の

対
価

（
利
用
者
１
人
当
た
り
の
平
均
収
受
額
）
：

49
0円

収
支

率
：

23
.3
％

（
赤
字
部
分
は
公
的
補
助
で
補
填
）

運
送
の
対
価

（
利
用
者
１
人
当
た
り
の
平
均
収
受
額
）
：

1,
01

2円
収
支
率
：

40
.6
％

（
赤
字
部
分
は
主
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の

事
業
収
入
で
補
填
）

※
国

土
交

通
省

が
実

施
し
た
サ

ン
プ
ル

調
査

よ
る
推

計
（
平

成
２
３
年

度
ベ
ー
ス
）

運
転

者
の

平
均

年
齢

：
59

歳
事
業
収
入
で
補
填
）

運
転
者
の
平

均
年

齢
：

53
歳
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自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
事
務
・
権
限
移
譲
の
考
え
方

事
務

・
権

限
移

譲
の

考
え
方

過
疎

地
域

の
移

動
手

段
、
介

護
等

福
祉

を
支

え
る
輸

送
と
い
っ
た
地

域
住

民
の

生
活

維
持

に
必

要
な

自
家

用
有

償
旅

客
運

送
に
関

す
る
事

務
・
権

限
に
つ
い
て
は

、
地

域
で
判

断
で
き
る
裁

量
を
拡

大
す
る

た
め
、
希

望
す
る
市

町
村

に
移

譲
す
る
。

具
体

的
な
事

務
・
権

限
の

内
容

新
規

登
録

・
更

新
登

録
・
変

更
登
録
等

（
道

路
運

送
法

第
７
９
条

・
第

７
９
条

の
６
・
第

７
９
条

の
７
）

報
告

徴
収

監
査

等
（
道

路
運

送
法

第
９
４
条

）
報

告
徴

収
、
監

査
等

（
道

路
運

送
法

第
９
４
条

）

輸
送
の
安
全
又
は
旅
客
の
利
便
の
確
保
の
た
め
の
是
正
措
置
命
令

（
道

路
運

送
法

第
７
９
条

の
９
第

２
項

）

事
故
報
告
に
係
る
届
出
の
受
理

（
道

路
運

送
法

第
７
９
条

の
１
０
）

業
務
の
廃
止
に
係
る
届
出
の
受
理

（
道

路
運

送
法

第
７
９
条

の
１
１
）

業
務
の
停
止
命
令
及
び
登
録
の
取
消

（
道

路
運

送
法

第
７
９
条

の
１
２
）

有
効
期
間

満
業

務
廃
止
届
出

は
登
録

取
消

よ
る
登
録

抹
消

8

有
効

期
間
の

満
了

、
業

務
の

廃
止
届
出

又
は
登
録
の

取
消
に
よ
る
登
録

の
抹

消
（
道

路
運

送
法

第
７
９
条

の
１
３
）



移
譲
に
向
け
て
検
討
す
べ
き
課
題

基
本

的
な
考

え
方

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
に
際
し
て
は
、
輸

送
の

安
全

を
確

保
し
、
利

用
者

保
護

を
図

り
つ
つ
、
地

域
の

実
情

に
応

じ
た
運

送
を
実

現
す
る
観
点
か
ら
、
以
下
の
３
点
を
踏
ま
え
て
具
体
的
な

制
度
設
計
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

・
地

域
の

特
性

や
利

用
者

の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
輸

送
が

実
現

さ
れ

る
こ
と

・
地
域
の

幅
広

い
関

係
者

の
意

見
を
反

映
で
き
る
仕

組
を
充

実
さ
せ

る
こ
と

・
市
町
村
が
事
務
・
権
限
を
担
う
際
に
、
必

要
な
輸

送
の

安
全

確
保

が
担

保
さ
れ

る
こ
と

考
え
ら
れ

る
主

な
論

点

①
運
送
の
実
施
主
体

②
運
送
の
種
別

③
地

域
に
お
け
る
合

意
形

成
の

手
続

・
運

用

④
輸
送
の
安
全
確
保
の
た
め
に
必
要
な
仕
組
の
構
築
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古
川
佐
賀
県
知
事
ご
指
摘
事
項
へ
の
対
応

第
１
回
地

方
分

権
改

革
有

識
者

会
議
（
平
成
2
5
年

４
月
1
2
日
）
に
お
い
て

都
道
府
県
知
事
代
表
の
古
川
佐
賀
県
知
事
か
ら
ご

第
１
回
地

方
分

権
改

革
有

識
者

会
議
（
平
成
2
5
年

４
月
1
2
日
）
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
代
表
の
古
川
佐
賀
県
知
事
か
ら
ご

指
摘
の
あ
っ
た
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
地

域
の

移
動

手
段

を
確

保
す
る
観

点
か

ら
、
制

度
の

見
直

し
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

「
住

民
の

移
動

手
段

を
確

保
す
る
」
視

点
か

ら
の

要
望

要
望

に
対

す
る
考

え
方

【
事
例
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
で
あ
っ
て
も
定

員
1
1
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
に
係

る
保

安
基

準
・
バ

リ
ア
フ
リ
ー
基

準
に
つ

高
齢
者

障
が

者
安

全
性

便
性

留
意

【
事
例
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
で
あ
っ
て
も
定

員
1
1
人

以
上
の
場
合
に
は
車
両
に
旅
客
運
送
業
の
性

能
基

準
を
求

め
ら
れ

る

い
て
は
、
高
齢
者

、
障

が
い
者
の

安
全

性
、
利

便
性
に
留

意
し
つ

つ
、
申

請
者

の
負

担
軽

減
を
図

る
た
め
、
基

準
を
見

直
す
。

地
方
部
に
お
け
る
観
光
需
要
に
応
え
る
た
め
、

3,
00

0円
、

5,
00

0円
等

と
さ
れ

て
い
る
一

律
の

運
用

を
見

直
す
。

【
事

例
】

2点
間

の
近

距
離

観
光

タ
ク
シ
ー
で
は

定
額
料
金
を
導
入
で
き
ず
、
観
光
客
の
利
便

性
業
界
の
活
性
化
に
支
障

性
、
業
界
の
活
性
化
に
支
障

【
事

例
】

自
家

用
有

償
運

送
の

実
施

主
体

は
、

法
人

格
を
有

す
る
団

体
限

ら
れ

地
域
ボ

法
人
格
を
有
す
る
団
体

に
限

ら
れ
、
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
は
実
施
で
き
な
い

【
事

例
】

自
家

用
無

償
運

送
で
受

領
で
き
る
実

今
般
の
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
に

あ
わ
せ
て
、
地

域
の

裁
量

を
可

能
な
限

り
拡

大
す
る
観

点
か

ら
、
見

直
し
を
検

討
す
る
。

費
に
、
車
両
償
却
費
、
保
険
料
等
が
含
ま
れ

ず
、
維

持
経

費
の

捻
出

が
困

難
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